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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成24年7月26日(2012.7.26)

【公表番号】特表2011-526864(P2011-526864A)
【公表日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2011-042
【出願番号】特願2011-516289(P2011-516289)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ  83/40     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  83/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ  83/14    　　　Ｅ
   Ｂ６５Ｄ  83/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　揮発性材料ディスペンサ用のオーバキャップであって、
　放出端のあるバルブステムを有する容器上への取り付けに適合した、ハウジングと、
　前記バルブステムへの係合に適合した、バルブ接続部と、
　前記バルブ接続部から延びる固定具と、
　前記固定具が成す面またはその面の下に配置されたヒンジにより前記ハウジングへ取り
付けられたトリガと、
　前記バルブステムを起動させるために前記固定具と相互作用して前記バルブ接続部を加
圧する、前記トリガ内に配置された接触部と、
　を備える、オーバキャップ。
【請求項２】
　前記バルブ接続部から延びる前記固定具は、少なくとも１つの突起を備える、請求項１
に記載のオーバキャップ。
【請求項３】
　前記トリガ内に配置された前記接触部は、少なくとも１つのノッチを備える、請求項２
に記載のオーバキャップ。
【請求項４】
　前記バルブ接続部から延びる前記固定具は、環状リングを備える、請求項１に記載のオ
ーバキャップ。
【請求項５】
　前記トリガ内に配置された前記接触部は、そこから延びるレッジを備える、請求項４に
記載のオーバキャップ。
【請求項６】
　前記ヒンジは一体ヒンジである、請求項１に記載のオーバキャップ。
【請求項７】
　前記トリガは前記ハウジングに一体的に取り付けられている、請求項１に記載のオーバ
キャップ。
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【請求項８】
　前記トリガは、トリガを貫通する放出開口を含み、前記バルブ接続部は、前記トリガの
放出開口に隣接する位置まで延びている、請求項１に記載のオーバキャップ。
【請求項９】
　容器と組合わされる、請求項１に記載のオーバキャップ。
【請求項１０】
　揮発性物質ディスペンサを起動する方法であって、
　放出端のあるバルブステムを有する容器上への取り付けに適合したハウジングと、前記
バルブステムへの係合に適合したバルブ接続部と、前記バルブ接続部から延びる固定具と
、前記固定具が成す面またはその面の下で前記ハウジングへ一体的に取り付けられたトリ
ガと、前記トリガ内に配置された接触部と、を備える、揮発性物質ディスペンサを提供し
、
　前記トリガの動きによって前記接触部が前記固定具と相互作用して、前記バルブ接続部
を移動させるために、前記固定具により画定される面に概ね平行な方向に前記トリガを押
しつける、方法。
【請求項１１】
　容器を提供するステップを更に含む、請求項１０に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　図１０Ａ～１０Ｃ、１１Ａ、１１Ｂ、１２Ａ、１２Ｂ、１３を参照すると、オーバキャ
ップ５４は更にバルブ接続部１３０を含んでいる。バルブ接続部１３０は、垂直に長く延
びたチューブ部１３２を含み、その末広がりの先端１３４は、バルブステム６８との係合
に適合した開口１３６を形成する。バルブ接続部１３０は更に、斜め方向に延びるチュー
ブ延長部１３８を含み、これは、垂直に延びたチューブ部１３２と一体に形成され、流体
がこのチューブ部１３２、１３８を通って移動できるようになっている。チューブ延長部
１３８は、トリガ９６の放出路１１０に隣接する地点にまで延び、そこで放出路１１０の
中に挿入されたノズル１４０、または斜め方向に延びるチューブ延長部１３８の先端自体
が、チューブ部１３８と流体連通される。図１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃに示すように、チュ
ーブ部１３２と１３８との間は、角度Ｂを成し、この角度Ｂは、バルブ接続部１３０がト
リガ９６の内部に嵌合し、かつ互いに補完する形状となるように製造される。
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